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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】令和3年6月17日(2021.6.17)

【公表番号】特表2020-530065(P2020-530065A)
【公表日】令和2年10月15日(2020.10.15)
【年通号数】公開・登録公報2020-042
【出願番号】特願2020-503270(P2020-503270)
【国際特許分類】
   Ｂ２２Ｆ   1/02     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  19/03     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   7/08     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   1/00     (2006.01)
   Ｂ２３Ｋ  35/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２２Ｆ    1/02     　　　Ａ
   Ｃ２２Ｃ   19/03     　　　Ｈ
   Ｃ２２Ｃ   19/03     　　　Ｇ
   Ｂ２２Ｆ    7/08     　　　Ａ
   Ｂ２２Ｆ    1/00     　　　Ｍ
   Ｂ２３Ｋ   35/30     ３１０Ｄ

【手続補正書】
【提出日】令和3年4月28日(2021.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コア合金の少なくとも１つのコア（１０）をろう付け結合剤（１４）と一緒に攪拌して
、前記ろう付け結合剤（１４）の第１の層でコーティングされた前記少なくとも１つのコ
ア（１０）を含む、少なくとも１つの被覆コア（２２）を形成することと、
　前記少なくとも１つの被覆コア（２２）を、第１の合金の第１の金属粉末および第２の
合金の第２の金属粉末を含む粉末組成物（３４）と一緒に攪拌して、前記第１の合金およ
び前記第２の合金の第１の粉末（３０）の組成物層を有するグリーンプリフォーム（４０
）を形成することと、
　前記グリーンプリフォーム（４０）を焼結して、少なくとも１つのハイブリッド予備焼
結プリフォーム（ＰＳＰ）（６０）を形成することと
　を含む、プロセス。
【請求項２】
　前記第１の合金が少なくとも約２４００°Ｆの第１の融点を有し、前記第２の合金が約
２３５０°Ｆ未満の第２の融点を有する、請求項１に記載のプロセス。
【請求項３】
　前記ろう付け結合剤（１４）がろう付け結合剤（１４）のゲルである、請求項１に記載
のプロセス。
【請求項４】
　前記グリーンプリフォーム（４０）を前記ろう付け結合剤（１４）と一緒に攪拌して、
ろう付け結合剤被覆グリーンプリフォームを形成し、前記ろう付け結合剤被覆グリーンプ
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リフォームを前記第１の金属粉末および前記第２の金属粉末と一緒に攪拌して、粉末被覆
グリーンプリフォーム（５０）を形成することをさらに含み、前記焼結が前記粉末被覆グ
リーンプリフォーム（５０）の焼結である、請求項１に記載のプロセス。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのコア（１０）が球状である、請求項１に記載のプロセス。
【請求項６】
　前記第１の金属粉末および前記第２の金属粉末が、９０：１０から４５：５５の範囲の
重量比で前記粉末組成物（３４）の中に存在する、請求項１に記載のプロセス。
【請求項７】
　コア合金の少なくとも１つのコア（１０）をろう付け結合剤（１４）と一緒に前記攪拌
し、前記少なくとも１つの被覆コア（２２）を第１の合金の第１の金属粉末および第２の
合金の第２の金属粉末から構成される粉末組成物（３４）と一緒に前記攪拌することが、
三次元シェーカーミキサ（２０）によって実行される、請求項１に記載のプロセス。
【請求項８】
　コア合金のコア（１０）と、
　前記コア（１０）上にコーティングされたろう付け結合剤（１４）の第１の層と、
　前記第１の層にコーティングされた第１の合金の第１の金属粉末および第２の合金の第
２の金属粉末を含む粉末組成物（３４）であって、前記第１の合金が少なくとも約２４０
０°Ｆの第１の融点を有し、前記第２の合金が約２３５０°Ｆ未満の第２の融点を有する
、粉末組成物（３４）と
　を含む、グリーンプリフォーム（４０）。
【請求項９】
　前記第１の金属粉末および前記第２の金属粉末の前記粉末組成物（３４）上にコーティ
ングされた前記ろう付け結合剤（１４）の第２の層と、
　前記第２の層にコーティングされた前記第１の合金の前記第１の金属粉末および前記第
２の合金の前記第２の金属粉末の前記粉末組成物（３４）と
　をさらに含む、請求項８に記載のグリーンプリフォーム（４０）。
【請求項１０】
　コア合金のコア（１０）と、
　前記コア（１０）に焼結された第１の層であって、前記第１の層が第１の金属粉末から
の第１の合金および第２の金属粉末からの第２の合金を含む焼結粉末組成物（６２）であ
り、前記第１の合金が少なくとも約２４００°Ｆの第１の融点を有し、前記第２の合金が
約２３５０°Ｆ未満の第２の融点を有する、第１の層と
　を含む、ハイブリッド予備焼結プリフォーム（６０）。
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